
論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

小

比

賀

保

宗
祖
は
教
行
信
証
の
一
説
巻
屠
に
「
宗
師
顕
一
二
不
大
悲
往
還
廻
向
一
患
敷
弘
二
宣
他
利
利
他
深
義
己
と
い
う
。
こ
の
一
段
は
曇
情
の
釈
功

を
嘆
ぜ
ら
れ
て
、
証
巻
の
結
文
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら

「
他
利
利
他
深
義
」
は
論
註
最
後
の
栗
本
釈
下
の
他
利
利
他
釈
よ
り
出
る
言

葉
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
古
来
の
先
輩
が
既
に
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
論
註
の
他
利
利
他
釈
を
窺
う
に
就
い
て
は
、

先
学
の
既
に
研
究
し
つ
く
す
所
で
あ
る
が
、
甚
だ
異
説
が
多
い
。
吾
人
の
僅
少
な
資
料
に
よ
っ
て
も
、

た
だ
の
二
一
二
で
は
な
い
。

し
カ〉

も
比
較
検
討
す
る
と
き
ど
の
説
に
も
難
が
あ
る
。
勿
論
い
ず
れ
も
立
義
者
系
統
相
続
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、

一
往
来
難
を
会
通
し
て
居

る
が
、
吾
人
よ
り
見
る
と
き
、
全
く
疑
難
氷
解
と
は
い
い
難
い
感
が
す
る

c

今
そ
の
一
々
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
は
紙
数
制
限
の
た

め
不
可
能
で
あ
る
が

そ
の
例
を
示
せ
ば

凶
説
は
他
利
と
利
他
と
は
一
法
の
異
称
で
、
共
に
自
利
に
対
す
る
言
葉
に
て
、
仏
の
衆
生
利
益
行
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
説
に
対
し

て
一
体
の
異
名
な
ら
ば
生
仏
共
に
他
利
と
も
利
他
と
も
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
れ
ば
仏
よ
り
言
わ
ば
利
他
、
衆
生
よ
り
言
わ
ば
他
利
と

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て
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論
註
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利
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深
義
に
就
い
て

六
八

い
う
論
註
の
釈
文
が
解
さ
れ
ぬ
と
難
ず
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
他
利
は
自
利
行
に
随
伴
す
る
任
運
自
徳
の
行
で
あ
っ
て
、

し
か
も
衆
生

が
仏
に
利
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
衆
生
よ
り
言
え
ば
他
利
と
い
い
、
利
他
は
専
ら
衆
生
救
済
の
志
願
に
基
づ
く
化
他
行
即

ち
作
願
化
他
の
行
で
あ
っ
て
、
仏
が
衆
生
を
利
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
仏
よ
り
言
え
ば
利
他
と
い
う
た
の
で
あ
る
と
来
難
を
会

し
て
居
る
。
が
し
か
し
吾
人
よ
り
い
え
ば
こ
の
説
は
あ
ま
り
に
も
「
談
有
ニ
左
右
こ

「
自
利
に
対
す
る
目
」
と
い
う
ご
に
執
じ
過
ぎ
た

嫌
い
が
あ
っ
て
、
論
註
の
釈
に
は
素
直
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

倒
説
は
他
利
は
従
生
向
仏
の
名
で
、
他
に
利
せ
ら
れ
る
の
意
、
即
ち
他
（
仏
）
が
我
（
衆
生
）
を
利
す
る
こ
と
、

又
利
他
は
従
仏
向

生
の
名
で
、
他
を
利
す
る
の
志
、

即
ち
我
（
仏
）
が
他
（
衆
生
）
を
利
す
る
こ
と
で

立
名
差
別
あ
る
故
に
「
談
有
一
一
左
右
一
」
と
い
う

の
で
あ
る
と
立
義
す
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
、
所
義
の
如
く
ば
他
利
と
利
他
と
は
全
く
立
言
の
左
右
に
て
、
共
に
衆
生
を
利
す
る
仏
力

を
示
し
て
同
義
で
あ
る
か
ら
「
今
将
レ
談
ニ
仏
力
一
是
故
以
一
一
利
他
一
言
レ
之
」
の
釈
に
契
わ
ぬ
。
又
他
利
の
他
を
仏
と
す
る
こ
と
諸
経
論
の

造
語
に
相
違
す
と
難
ず
る
。
そ
れ
に
対
し
て
難
者
は
自
利
に
対
す
る
臼
と
い
う
義
に
執
ず
る
が
、
今
は
然
ら
ず
。
他
利
と
利
他
と
反
対

し
て
、
震
求
其
本
の
本
が
仏
力
な
る
こ
と
を
顕
わ
す
他
利
利
他
釈
で
あ
る
こ
と
に
注
目
せ
ば
、
疑
難
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
と
来
難
を
会

し
て
居
る
。
が
こ
の
説
も
苦
人
よ
り
見
れ
ば
、
驚
師
諸
経
論
の
造
語
を
用
う
と
も
、

そ
の
顕
わ
す
所
は
弥
陀
浄
土
教
の
独
特
義
に
あ
る

か
ら
、
同
一
に
律
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
意
は
理
解
出
来
る
も
、
諸
経
論
の
造
語
に
違
す
の
難
は
消
し
難
い
の
で
は
な
い
か
。
何
と
な

れ
ば
諸
経
論
に
そ
の
例
な
き
は
、
驚
師
の
絞
天
荒
的
断
章
取
義
的
行
為
と
す
る
か
、

と
い
う
疑
難
が
ど
う
し
て
も
残
る
か
ら
で
あ
る

ο

是
の
如
く
先
輩
の
説
を
見
る
と
き
ど
の
説
に
も
難
が
あ
っ
て
、
後
学
の
者
は
そ
の
帰
趣
に
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
吾
等
の
進

む
べ
き
方
向
が
問
題
と
な
る
。



論
証
他
利
利
他
釈
を
窺
う
に
つ
い
て
、
先
ず
そ
の
位
置
を
心
得
る
必
要
が
あ
る
。
他
利
利
他
釈
は
論
註
最
後
の
利
行
満
足
章
の
問
答

料
簡
に
明
か
す
張
本
釈
に
述
べ
ら
れ
で
あ
る
。
利
行
満
足
章
は
五
念
門
に
対
す
る
五
果
門
を
明
か
し
、
因
果
対
説
し
て
二
利
行
成
就
即

ち
因
果
相
応
成
就
し
て
仏
果
を
得
る
と
な
す

Q

自
利
利
他
の
行
が
彼
土
に
至
り
て
成
就
す
る
こ
と
を
顕
わ
す
か
ら
利
行
満
足
と
名
づ
け

た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
そ
の
仏
果
を
成
ず
る
に
つ
い
て
、
浄
土
論
に

「
速
得
レ
成
ニ
就
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
」
と
い
う
。
こ
こ
に

疑
問
が
あ
る
。

五
念
五
果
二
利
行
成
就
の
説
相
は
漸
次
成
就
と
な
っ
て
あ
る
。
又
そ
の
五
念
門
は
上
の
起
観
生
信
の
善
男
子
善
女
人
の

行
修
と
し
て
、
そ
の
修
相
は
き
わ
め
て
苦
難
の
行
相
と
な
っ
て
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
速
得
成
就
」
と
論
主
が
い
わ
れ
た
の
は
何

で
あ
ろ
う
か
と
。
驚
師
こ
の
疑
問
解
消
の
た
め
に
次
に
問
答
料
簡
せ
ら
れ
る
。

先
ず
設
問
し
て
「
有
一
一
何
因
縁
二
一
首
ニ
速
得
成
就
阿
持
多
羅
三
菰
三
菩
提
一
」

と
天
親
の
論
意
を
問
う
。
次
に
そ
れ
に
答
え
て
「
論
言
下

修
二
五
門
行
一
以
自
利
利
他
成
就
故
主
」

（
以
の
一
字
論
文
に
な
し
）

と
。
初
め
に
論
文
を
挙
げ
て
、
五
門
行
を
修
し
て
自
利
利
他
成
就
す

る
か
ら
、
阿
持
菩
提
を
速
得
成
就
す
る
と
い
う
が
論
意
で
あ
る
と
示
す
。

し
か
し
こ
れ
で
は
得
の
字
は
解
明
さ
れ
た
が
速
の
字
は
解
明

さ
れ
ぬ
。
即
ち
前
掲
の
疑
問
は
未
解
で
あ
る
。
驚
師
こ
こ
に
留
意
し
て
そ
の
不
審
を
解
か
ん
と
す
る
が
栗
本
釈
で
あ
る
。
そ
の
説
相
は

「
長
一
一
求
↓
一
其
本
一
阿
弥
陀
如
来
為
一
一
増
上
縁
こ
と
い
う
て

衆
生
の
二
利
具
足
成
就
は
全
く
仏
力
に
由
る
と
示
し
、

そ
の
仏
力
は
ど
こ

か
ら
顕
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
他
利
利
他
釈
を
施
さ
れ
て
、
仏
の
利
他
行
こ
そ
衆
生
を
し
て
二
利
成
就
せ
し
む
る
仏
力
の
発

起
点
即
ち
根
源
な
る
こ
と
を
明
か
す
。
然
ら
ば
そ
の
仏
の
利
他
行
は
い
か
よ
う
に
衆
生
に
顕
現
す
る
や
と
い
う
に
つ
い
て
、
「
凡
是
生
一
一

彼
浄
土
一
及
彼
菩
薩
人
天
所
起
諸
行
皆
縁
ニ
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
一
故
」

と
い

h

フ。

即
ち
仏
力
が
利
他
行
と
な
っ
て
発
動
す
る
が
、
そ
の

利
他
行
は
本
願
力
と
な
っ
て
衆
生
の
二
利
を
具
足
成
就
せ
し
め
て
、
仏
果
菩
提
を
速
得
成
就
せ
し
む
る
と
い
い
、
次
に
三
願
的
↓
証
し
て

本
願
力
の
具
体
的
な
る
も
の
を
出
し
、
そ
の
一
々
に
「
得
ニ
速
一
証
也
」
と
い
い
、
そ
れ
を
押
え
て
「
以
レ
斯
市
推
ニ
他
力
一
為
ニ
増
上
縁
一
得
世

不
レ
然
乎
」

と
結
ぶ

こ
の
意
は
衆
生
住
生
の
因
果
悉
く
仏
力
所
成
と
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
他
力
増
上
縁
と
い
う
縁
は
因
に
対
す
る

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

ノ、
九
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に
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い
て

七。

も
の
で
は
な
く
、
国
即
縁
の
因
縁
合
論
で
あ
る
。
故
に
驚
師
は
次
に
自
力
他
力
の
相
を
相
対
し
て
示
し
、

そ
れ
を
結
ん
で
「
遇
哉
後
之

学
者
間
三
他
力
可
ニ
乗
一
当
正
生
一
一
信
心
一
勿
ニ
自
局
分
一
也
」
と
い
う
て
震
本
釈
を
終
え
ら
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
論
註
最
後
に
施
さ
れ
た
問
答

料
簡
の
様
相
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
間
答
料
簡
は
驚
師
の
青
山
ひ
と
え
に
他
力
往
生
を
示
す
よ
り
外
な
し
と
い
う
や
へ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
略
せ
ば
問
答
料
簡
の
当
分
は
衆
生
が
二
利
具
足
成
就
し
て
仏
果
を
速
得
成
就
す
る
こ
と
の
理
由
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
そ

の
釈
相
は
自
利
利
他
二
利
具
足
成
就
が
仏
果
へ
の
絶
対
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
衆
生
の
行
相
と
す
る
限
り
ど
う
し
て
も
先
の
不
審
が

解
明
出
来
ぬ
。
衆
生
が
二
利
具
足
し
て
仏
果
を
速
得
成
就
す
る
に
は
其
の
本
が
あ
る

Q

即
ち
阿
弥
陀
如
来
の
利
他
行
が
本
願
力
と
な
っ

て
、
衆
生
の
二
利
を
具
足
成
就
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る

Q

と
明
か
す
か
ら
、
こ
の
問
答
料
簡
の
一
段
は
、

一
に
も
こ
に
も
阿
弥
陀
如
来

の
仏
力
が
他
力
増
上
縁
と
は
た
ら
い
て
、
衆
生
を
往
生
成
仏
せ
し
む
る
こ
と
を
述
ぶ
る
と
知
ら
れ
る
。
故
に
全
く
他
力
往
生
と
い
う
他

力
義
を
明
か
す
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
の
他
利
利
他
釈
は
是
の
如
き
問
答
料
簡
の
震
本
釈
の
中
で
、
他
力
の
根
源
が
仏
の
利
他
行
な
る
を
顕
わ
す
た
め
に
施
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
故
に
こ
の
釈
は
衆
生
救
済
法
と
は
た
ら
く
阿
陀
陀
如
来
の
仏
力
の
発
起
点
を
一
市
す
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
中
「
今
将
宝
談
一
一
仏
力
一

是
故
以
一
一
利
他
一
言
レ
之
一
当
レ
知
此
志
也
し
の
言
葉
は
、
探
く
味
読
す
べ
き
で
あ
る

Q

他
利
利
他
の
釈
と
は
論
註
下
三
一
十
四
丁
左
）
に
「
他
一
一
利
之
一
与
一
一
利
他
一
談
有
ニ
左
右
一
若
白
仏
而
言
宜
ベ
シ
レ
一
一
一
口
一
一
利
他
一
白
衆
生
而
言
宜
ベ
ン
レ

一
一
二
口
二
他
利
一
今
将
ヨ
一
談
一
一
仏
力
一
是
故
以
一
一
利
他
二
一
三
口
レ
之
当
レ
知
此
怠
也
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

之
と
は
次
上
の
「
要
求
一
－
其
本
一
阿
弥
陀
如
来
為
二
増
上
縁
こ
の
為
に
応
ず
。
他
利
、
利
他
の
言
は
仏
教
の
伝
灯
に
共
に
仏
の
衆
生
救

済
を
顕
わ
す
か
ら
こ
こ
に
出
す

Q

談
有
二
左
右
一
と
は
立
言
の
相
違
あ
り
と
い
う
。
若
自
等
己
下
は
そ
の
有
一
一
左
右
一
の
由
を
示
す

G

若
白



仏
而
言
宜
レ
言
ニ
利
他
一
は
利
他
の
言
は
従
仏
向
生
の
名
、
自
衆
生
而
言
宜
レ
言
－
一
他
利
一
は
他
利
の
号
一
口
は
従
生
向
仏
の
名
と
い
う
。
然
れ
ば

驚
師
の
青
山
は
、
利
他
は
仏
が
他
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
、
他
利
は
衆
生
が
他
の
仏
に
利
益
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
を
知
る
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
他
利
と
利
他
と
対
照
せ
ば
談
有
ニ
左
右
一
と
な
る
。
即
ち
利
他
は
仏
よ
り
、
他
利
は
衆
生
よ
り
立
つ
言
葉
で
、
そ
の

立
言
の
場
所
は
相
違
す
る
も
、

そ
の
所
顕
は
共
に
衆
生
の
利
益
即
ち
自
利
利
他
成
就
に
あ
る
。

一
の
衆
生
の
二
利
成
就
を
仏
よ
り
＝
一
一
口
わ

ば
利
他
、
衆
生
よ
り
言
わ
ば
他
利
と
す
る
か
ら
、
他
利
と
利
他
と
の
関
係
は
談
有
一
一
左
右
一
と
な
る
。
所
談
の
相
違
は
あ
っ
て
も
所
願
の

義
は
一
で
あ
る
か
ら
談
有
一
一
左
右
一
と
い
う
た
の
で
あ
る
。
「
今
将
z
談
ニ
仏
力
一
是
故
以
一
一
利
他
一
言
レ
之
」
は
他
利
利
他
の
釈
を
結
ぶ
。
今

将
豆
談
ニ
仏
力
一
は
上
の
之
を
成
ず
る
。
そ
の
意
は
「
裏
求
↓
一
其
本
一
阿
弥
陀
如
来
為
二
増
上
縁
こ
の
本
と
為
の
具
体
的
相
を
示
し
て
、
援
本

釈
中
の
他
利
利
他
釈
な
る
こ
と
を
顕
わ
す
の
で
あ
る
。
是
故
以
一
一
利
他
一
言
レ
之
は
仏
力
を
示
す
に
は
利
他
の
言
が
よ
い
と
い
う
て
他
利

利
他
釈
を
結
す
る
。
当
レ
知
此
意
也
と
は
上
の
震
求
其
本
の
一
一
言
を
承
け
て
そ
の
宗
を
成
、
ず
る
の
で
あ
る
。

論
註
の
文
相
在
是
の
如
く
見
る
と
き
、
驚
師
の
意
は
、
利
他
の
言
に
よ
っ
て
仏
力
の
能
動
的
な
る
を
示
し
、
他
利
の
言
に
よ
っ
て
衆

生
の
受
動
的
な
る
を
顕
わ
す
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
を
要
す
る
に
こ
の
他
利
利
他
釈
は
先
き
の
「
裏
求
一
一
其
本
一
阿
陀
陀
如
来
為
ニ
増
上
縁
乙
を
承
け
て
、

そ
の
仏
力
の
発
起
点
を
示

す
。
し
か
も
利
他
の
言
必
ず
し
も
仏
力
を
談
ず
る
に
は
非
ざ
る
も
、
論
主
が
「
自
利
利
他
成
就
し
て
仏
果
を
速
得
成
就
す
」
と
い
う
た

こ
と
に
著
眼
し
て
、
仏
は
元
来
自
利
利
他
成
就
で
は
な
い
か
と
考
え
、
要
求
一
一
其
本
一
と
い
う
て
、
願
生
行
者
の
自
利
利
他
成
就
を
摂
末

帰
本
す
る
た
め
に
、
利
他
の
言
を
仏
力
を
顕
わ
す
と
取
っ
て
、
他
利
利
他
釈
を
施
さ
れ
て
、
仏
力
が
利
他
行
と
は
た
ら
い
で
、
願
生
行

者
の
自
利
利
他
を
具
足
成
就
せ
し
む
る
深
義
を
顕
わ
す
の
で
あ
る
。

す
で
に
然
れ
ば
他
利
利
他
の
言
は
通
仏
教
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
驚
師
使
用
の
志
は
特
異
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

論
註
他
利
利
他
釈
の
文
相
を
ど
う
見
る
か
で
、
そ
の
扱
い
の
義
が
分
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
吾
人
は
上
述
の
如
く
見
る
の
が
文
相

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

七



論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

七

に
素
直
で
あ
る
と
思
う
。

四

こ
の
論
註
他
利
利
他
釈
を
宗
祖
は
証
巻
尾
に
「
懸
憩
弘
一
一
宣
他
利
利
他
深
義
こ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

そ
の
宗
祖
の
意
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
ず
宗
祖
は
鷺
師
の
教
義
を
ど
う
見
て
居
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
高
僧
和
讃
曇
驚
章
の
第
十

一
、
第
十
四
、
第
十
七
首
、
及
び
行
巻
正
信
偏
の
曇
驚
章
等
よ
り
見
れ
ば
、
驚
師
の
法
門
は
他
力
往
生
を
明
か
す
と
い
わ
れ
で
あ
る
。

而
し
て
こ
れ
が
宗
祖
教
義
の
根
底
と
な
っ
て
あ
る
こ
と
は

先
学
の
指
摘
す
る
所
で
あ
り
、

行
巻
他
力
釈
を
見
て
も
容
易
に
知
ら
れ

る
。
宗
祖
は
驚
師
の
法
門
を
是
の
如
く
見
た
上
で
、
今
証
巻
に
「
患
患
弘
一
一
宣
他
利
利
他
深
義
こ
と
い
う
。

し
か
も
こ
の
言
葉
は
次
上

の
「
宗
師
顕
一
一
示
大
悲
往
還
廻
向
こ
の
文
と
一
連
し
て
、
証
巻
の
結
文
と
す
る
。
そ
の
意
は
先
学
も
い
う
通
り
、
証
巻
の
結
文
に
は
出

す
け
れ
ど
も
、
上
教
巻
よ
り
下
証
巻
に
至
る
教
行
信
一
証
の
四
法
が
悉
く
如
来
摂
化
の
顕
現
で
あ
り
、
他
力
廻
向
の
法
な
る
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
「
患
憩
弘
一
一
宣
他
利
利
他
深
義
己
の
言
葉
に
そ
の
義
あ
り
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
ど
う
し
て
そ
れ
が
見
え

る
か
と
い
う
に
、
他
利
利
他
深
義
は
論
註
他
利
利
他
釈
よ
り
立
言
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
が
是
の
如
く
い
わ
れ
る
青
山
は
、
既
述
の
如

く
論
註
他
利
利
他
釈
が
裏
本
釈
に
お
け
る
仏
力
の
発
起
点
（
根
源
）
を
仏
の
利
他
行
な
り
と
示
す
か
ら
、

そ
の
義
よ
り
取
っ
て
、
教
行

信
証
の
四
法
が
仏
力
所
成
な
る
こ
と
を
述
ぶ
る
に
あ
る
。
若
し
然
ら
ず
は
証
巻
の
結
文
が
解
さ
れ
ぬ
。
さ
れ
ば
宗
祖
が
他
利
利
他
深
義

と
い
わ
れ
た
る
を
換
言
せ
ば
、
他
力
の
深
義
と
な
る
。
即
ち
仏
の
利
他
行
が
発
動
し
て
衆
生
を
他
力
往
生
せ
し
む
る
を
、
今
宗
祖
が
他

利
利
他
、
保
義
と
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
宗
祖
は
「
患
敷
弘
宜
」
と
い
う
。

と
き
に
こ
の
思
惑
弘
宣
が
如
何
な
る
怠
を
も
つ
か
と
い
う
に
、
他
利
利
他

の
深
義
が
既
述
の
如
き
も
の
と
知
ら
る
れ
ば
、
こ
の
患
患
弘
宣
は
そ
の
他
利
利
他
の
深
義
に
対
す
る
驚
師
能
詮
の
功
と
せ
ね
ば
な
ら



ぬ
。
驚
師
能
詮
の
功
と
は
論
註
所
造
の
労
苦
を
嘆
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
感
動
山
の
相
は
論
註
一
部
に
種
々
の
法
門
を
明
か
さ
れ
る
鷺
師

の
意
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
一
の
釈
言
で
は
な
く

一
部
始
終
に
わ
た
る
釈
志
に
つ
い
た
一
一
言
葉
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
具
体
的

に
出
さ
れ
た
の
が
、
次
上
の
顕
三
一
小
大
悲
往
還
廻
向
一
の
句
で
あ
る
。
即
ち
論
註
一
部
始
終
に
明
か
さ
れ
る
種
々
の
法
門
を
こ
の
一
句
で

総
括
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
患
憩
弘
宣
は
驚
師
が
是
の
如
く
も
苦
心
し
て
、

ひ
と
え
に
他
力
義
を
示
さ
ん
と
す
る
意
を
い
わ
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
患
患
弘
宣
は
驚
師
の
釈
功
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
奇
人
は

患
敷
弘
宣
｜
｜
能
詮
の
釈
功
ー
ー
ー
論
註
所
造

他
利
利
他
深
義
｜
l
所
詮
の
法
門
｜
1
他
力
往
生

と
な
る
と
考
え
る
。
市
し
て
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
思
憩
の
説
相
な
く
ば
他
力
の
深
義
は
弘
宣
さ
れ
難
く
、
仏
力
が
発
動
し
て
衆
生
の

二
利
を
具
足
せ
し
め
て
、
仏
果
を
速
得
成
就
せ
し
む
る
こ
と
が
如
何
に
深
義
で
あ
る
か
は
、
驚
師
の
患
患
の
説
相
が
そ
れ
を
よ
く
顕
わ

し
て
居
る
と
思
う
の
で
あ
る
。五

こ
こ
で
問
題
と
な
る
は
「
論
註
は
た
し
て
宗
祖
着
眼
の
如
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
ず
論
註
一
部
は
他
力
往

生
を
明
か
す
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
先
学
も
い
う
通
り
、
論
註
は
最
初
に
龍
樹
易
行
品
の
難
易
二
道
判
を
挙
げ
て

難
行
道
｜
｜
唯
是
自
力
無
ニ
他
力
持
一

易
行
道

i
l乗
一
一
仏
願
力
一
仏
力
住
持

と
一
示
し
、

そ
の
龍
樹
の
志
は
二
道
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
な
く
、
他
力
易
行
道
の
乗
ず
べ
き
こ
と
を
明
か
す
と
述
べ
て
、
今
こ
の
論
註

は
そ
の
易
行
道
の
教
義
を
祖
述
す
る
ぞ
と
出
し
、
最
後
の
裏
本
釈
に
は
一
ニ
願
的
証
し
て
他
力
増
上
縁
を
明
か
し
て
つ
愚
哉
後
之
学
者
間
一
一

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て
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他
力
可
三
栄
当
レ
生
二
信
心
一
勿
一
一
白
局
分
也
一
」
と
結
ぼ
れ
る
。
さ
れ
ば
論
註
は
首
尾
に
他
力
を
も
っ
て
起
結
し
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て

論
註
一
部
を
見
れ
ば
、
驚
師
の
青
山
は
唯
だ
他
力
往
生
を
明
か
す
の
外
な
し
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
で
に
然
れ
ば
中
間
の
所
明
に
種
々

の
法
門
を
述
ぶ
る
と
雄
も
、
皆
悉
く
こ
の
他
力
義
を
一
不
す
た
め
の
施
設
と
い
う
や
へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
換
言
せ
ば
驚
師
は
浄
土
論
を

釈
す
る
に
当
り
、
論
主
の
意
が
一
心
願
生
他
力
往
生
に
あ
る
こ
と
を
見
ぬ
か
れ
て
、

そ
れ
を
顕
わ
さ
ん
が
た
め
に
こ
の
論
註
を
製
す
、

而
し
て
言
葉
を
つ
く
し
て
種
々
の
法
門
を
述
べ
ら
れ
る
が
、
驚
師
の
青
山
は
唯
だ
他
力
に
あ
る
故
に
最
初
と
最
後
に
他
力
を
出
し
て
、
論

註
一
部
の
帰
結
を
知
ら
し
む
る
と
同
時
に
浄
土
論
の
本
a

誌
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
略
せ
ば
驚
師
論
註
所
造
の
労
苦
は
、

u-

と
え
に
他
力
往
生
を
明
か
す
に
あ
り
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
驚
師
は
ど
こ
で
そ
の
他
力
を
知
ら
れ
た
か
と
い
う
に
、
論
註
の
上
で
明
ら
か
に
他
力
を
出
さ
れ
た
の
は
最
後
の
京
本
釈
で
あ

る
こ
と
よ
り
せ
ば
、
浄
土
論
最
後
の
利
行
満
足
章
の
「
速
得
成
就
阿
蒋
多
羅
三
競
三
菩
提
」
の
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

実
は
偏
丈
の
不
虚
作
住
持
功
徳
の

「
観
一
一
仏
本
願
力
一
遇
無
一
一
空
過
者
一
能
令
ぎ
一
速
満
一
一
足
功
徳
大
宝
海
己

あ
る
。
そ
れ
は
論
註
二
カ
所
の
不
虚
作
住
持
功
徳
釈
（
刊
二
什
言
一
位
）
を
見
る
と
き
に
首
肯
さ
れ
る
。
即
ち
論
主
が
偏
の
最
初
に
於
い

て
一
心
願
生
を
述
べ
、
又
最
後
に
「
普
共
↓
一
諸
衆
生
一
往
一
一
生
安
楽
園
一
」
と
一
切
衆
生
に
往
生
を
勧
め
ら
れ
る
は
、
こ
の
伺
文
の
意
は
一

の
所
で
他
力
を
知
ら
れ
た
の
で

切
衆
生
に
一
心
願
生
往
生
安
楽
国
を
勧
む
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
ω

そ
し
て
そ
の
中
聞
に
不
慮
作
住
持
功
徳
を
述
べ
て
、
仏
の
本
願

力
に
よ
っ
て
功
徳
大
宝
海
そ
速
満
足
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
心
願
生
往
生
安
楽
国
の
因
法
は
全
く
仏
の
本
願

力
に
由
る
こ
と
を
一
不
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
に
因
の
速
が
語
ら
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
論
の
最
後
の
利
行
満
足
章
を

見
る
と
き
、
速
得
成
就
等
と
い
わ
れ
た
は
果
の
速
な
り
と
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
果
の
速
は
悩
の
因
の
速
の
顕
現
し
た
も

の
で
あ
り
、
因
呆
共
に
速
な
る
が
故
に

一
切
衆
生
は
論
主
と
同
じ
く
、
安
楽
園
に
往
生
し
て
仏
果
を
成
ず
る
こ
と
を
得
る
と
知
ら
れ

る
。
さ
れ
ば
浄
土
論
の
所
明
は
偏
文
も
長
行
も
帰
す
る
所
は
他
力
住
生
に
あ
り
と
な
る
。
今
驚
師
は
是
の
如
き
浄
土
論
の
所
明
に
つ
い



て
、
論
主
の
本
立
を
探
く
洞
察
さ
れ
、
論
の
所
明
は
全
く
他
力
往
生
に
あ
り
と
見
ぬ
か
れ
て
、
そ
れ
を
釈
す
る
に
及
ん
で
票
本
釈
を
施

し
、
摂
末
帰
本
せ
ら
れ
て
他
力
義
の
真
面
目
を
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
ω

ざ
れ
ば
こ
の
他
力
増
上
縁
の
所
明
は
、
驚
師
の
特
筆
す
べ
き

釈
功
と
嘆
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

し
か
し
て
こ
の
驚
師
の
い
う
他
力
義
を
可
能
な
ら
し
む
る
基
本
理
念
は
、

た
だ
浄
土
論
が
そ
う
な
っ
て
あ
る
と
だ
け
で
は
、
首
肯
せ

し
む
る
こ
と
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
に
先
学
が
既
に
指
摘
す
る
通
り
、
驚
師
が
四
論
学
派
の
系
統
に
属
し
て
、
龍
樹
仏
教
の
相
依
、
縁

起
、
因
縁
生
と
い
う
般
若
空
の
思
想
、
即
ち
仏
教
の
根
本
義
の
上
に
語
ら
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
な
る
を
知
る
の
で
あ

る。

..... 
J、

宗
祖
は
こ
の
驚
師
の
指
南
に
由
っ
て
他
力
廻
向
説
を
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
最
も
単
的
に
語
る
も
の
は
、
先
学
も
指
摘

す
る
通
り
信
巻
三
心
釈
の
機
無
、
円
成
、
廻
施
の
釈
相
で
あ
る
。
而
し
て
行
巻
他
力
釈
の
所
明
に
よ
れ
ば
、
論
註
利
行
満
足
享
に
よ
っ

て
他
力
廻
向
説
を
述
べ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
意
を
具
体
的
に
出
さ
れ
た
の
が
証
巻
の
結
文
で
あ
る
。
所
が
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

驚
師
は
他
力
増
上
縁
と
い
う
も
、
他
力
廻
向
と
は
い
わ
ぬ
。
況
ん
や
如
来
廻
向
の
語
な
ど
は
ど
こ
に
も
な
い
。
こ
れ
は
如
何
に
考
う
ベ

き
で
あ
ろ
う
か
。
又
か
り
に
驚
師
の
言
葉
が
な
く
と
も
、
文
青
山
が
直
ち
に
他
力
廻
向
と
見
え
る
な
ら
ば
、
宗
祖
以
前
の
道
綜
善
導
法
然

に
於
い
て
、
す
で
に
他
力
姐
向
が
い
え
た
筈
で
あ
る
。

し
か
る
に
そ
れ
が
な
い
の
は
ど
う
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ

る
今
思
う
に
こ
の
間
題
の
解
決
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
宗
祖
が
証
巻
の
結
文
に
語
る
意
は
、
論
註
の
釈
一
一
コ
口
で
は
な
く
釈
志
に

よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
驚
師
は
浄
土
論
を
釈
す
る
に
当
り
、
論
主
の
本
意
に
立
入
り
、
論
文
の
幽
義
を
開
顕
し
て
、

一
心
願
生

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

七
五
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他
力
往
生
こ
そ
浄
土
論
の
究
極
な
り
と
見
ぬ
か
れ
て
、

そ
れ
そ
祖
述
せ
ん
と
て
論
註
一
部
を
造
る
。
そ
し
て
そ
の
最
後
の
震
本
釈
に
他

力
増
上
縁
の
深
義
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
力
増
上
縁
が
因
縁
別
論
で
あ
っ
て
は
、

五
念
行
が
ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
修
因
と
な
っ

て
、
問
答
料
簡
の
疑
問
解
消
は
成
ぜ
ら
れ
ぬ
。
故
に
ど
う
し
て
も
因
縁
合
論
の
他
力
増
上
縁
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
れ
ば
他
力
増
上
縁

と
明
か
し
て
疑
問
解
消
し
て
あ
る
所
に
、
仏
の
本
願
力
が
衆
生
の
二
利
を
具
足
成
就
せ
し
め
る
と
知
ら
れ
る
。
然
れ
ば
こ
の
他
力
増
上

縁
は
、
換
言
せ
ば
如
来
廻
向
、
他
力
廻
向
に
ま
で
行
つ
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宗
祖
は
驚
師
の
言
葉
を
見
て
、
そ
こ
ま
で
徹
底
せ

ら
れ
た
か
ら
他
力
廻
向
説
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
思
う
。

さ
れ
ど
驚
師
の
言
葉
に
そ
れ
が
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
間
答
料
簡
で
疑

問
解
消
す
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
、
そ
し
て
鷺
師
を
し
て
か
く
な
さ
し
め
た
る
は
、
す
で
に
不
虚
作
住
持
功
徳
釈
に
よ
っ
て
困
の
速
が

明
ら
か
に
な
っ
て
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
、

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
宗
祖
が
驚
師
の
言
葉
に
は
な
い
が
、
こ
の
問
答
料
簡
で
疑
問

解
消
す
と
結
し
で
あ
る
所
に
、
驚
師
の
意
識
以
上
の
如
来
廻
向
、
他
力
廻
向
の
義
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
他
力
廻
向
説
を
主
張
さ
れ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
宗
祖
の
他
力
廻
向
説
は
探
く
論
註
の
文
意
に
徹
し
て
、
驚
師
の
意
識
以
上
の
深
い
意
義
を
直
視
さ
れ
た
こ
と

よ
り
の
結
果
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
宗
祖
以
前
の
道
紳
、
善
導
、
法
然
等
に
見
え
な
か
っ
た
の
が
、
宗
祖
に
ど
う
し
て
見
え
た
か
と
い
う
に
、
こ
れ
は
宗
祖
の
立

場
が
そ
う
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
他
力
廻
向
説
は
宗
祖
独
特
の
如
来
観
と
衆
生
観
と
が
思
想
的
に
結
合
し
た
所
に
生
ず
る

母
胎
が
あ
る
」
と
先
学
が
発
表
し
て
居
る
が
、
そ
の
衆
生
観
を
成
ぜ
る
も
の
は
台
嶺
生
活
二
十
年
の
破
綻
の
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
報

思
講
式
（
第
一
段
真
宗
興
行
の
徳
を
讃
ず
）
嘆
徳
丈
、

歎
異
紗
（
第
二
条
）
等
を
対
照
す
る
と
き
首
肯
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
今
一
つ
は

念
仏
教
団
弾
圧
を
契
機
と
し
て
、
師
匠
法
然
の
他
力
念
仏
の
不
廻
向
義
を
基
礎
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
門
下
と
し
て
の
責
任
か
ら

で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
に
「
他
力
廻
向
説
は
宗
祖
御
己
証
の
法
門
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
の
妥
当
な
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
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す
で
に
然
れ
ば
驚
師
の
他
利
利
他
釈
は
他
力
増
上
縁
の
根
源
は
仏
の
利
他
行
な
る
こ
と
を
一
不
し
、
宗
祖
は
こ
の
驚
師
の
指
南
に
よ
っ

て
証
巻
尾
に
語
っ
て
他
力
廻
向
説
を
述
ぶ
る
じ
共
に
仏
力
が
衆
生
を
し
て
他
力
往
生
せ
し
む
る
義
を
顕
わ
す
の
で
あ
る

G

し
か
も
宗
祖

に
よ
っ
て
初
め
て
驚
師
の
本
意
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
今
日
の
宗
学
も
こ
れ
を
探
求
す
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
日
的
と

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
最
重
要
事
は
文
相
を
素
直
に
読
む
こ
と
、

即
ち
「
勿
一
－
白
局
分
一
也
」
よ
り
外
に
考
え

ょ
う
が
な
い
と
吾
人
は
思
う
の
で
あ
る
。

（
後
記
）
こ
の
拙
論
は
先
学
の
指
南
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
成
っ
た
の
で
あ
る
が
、
紙
数
制
限
の
た
め
そ
れ
を
一
々
明
示
出
来
な
い
こ
と
を
お
わ
び
し

て
、
こ
こ
に
先
学
諸
氏
の
皆
様
へ
深
甚
の
感
謝
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
就
い
て

七
七


